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P137a 大質量星形成領域M8Eの長中間赤外線での観測
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形成期の大質量星は、ダストの中に深く埋もれており、可視光や近赤外線での観測が難しい。一方、中間赤外
線は透過力が高く、更に遠赤外線や電波よりも高い空間分解能を持つ。加えて、中間赤外線はこうした天体の波
長エネルギー分布のピークに相当するため、天体の温度決定に重要な波長である。従って、中間赤外線観測は大
質量原始星の情報を得るために有力な手段である。そこで、本研究ではこれまで地上では観測ができなかった長
波長側の中間赤外線である 30µm帯の観測が唯一可能な東大miniTAO望遠鏡中間赤外線観測装置MAX38を用
いて、大質量星形成領域M8Eの 30µm帯での観測を地上から初めて行った。M8Eは若い大質量原始星M8E-IR
と、より進化の進んだUCHII天体M8E-radioの 2天体で構成される近傍大質量星形成領域である。
本観測では、M8E 領域を 18µm、25µm、30µm及び 37µmバンドで撮像し、25µm以外の波長で初めて 2天体

の分離に成功した。そして分離したデータから、各天体の温度と総光度を求めた。更に、2天体の質量を導出し、
結果、進化の進んでいるM8E-radioがより軽いことがわかった。重い星の方が星形成にかかる時間は短い。その
ため、M8E 領域内では星形成は同時に開始しておらず、より軽いM8E-radio が形成を先に開始したことが示唆
される。また、若いクラスターでは小中質量星が大質量星より先に形成を開始することが知られている。本結果
は、クラスター内の狭い領域に位置する重い星同士でもより軽い星から形成されることを示唆している。


